中国地域の日本育種学会員のみなさま
2011年　中国地域育種談話会（山口大会）のご案内
　山陽育種談話会を発展させた「中国地域育種談話会」が2009年より開催され、今年で3年目となりました。本年は、山口大学農学部の植物育種・遺伝資源学研究室が、談話会のお世話をいたします。ご案内がおそくなり、たいへん失礼いたしました。
この会は、中国地域での育種事業や育種学に関する情報交換の場です。育種学会の全国大会に出席できなかった試験場の方、全国大会での発表内容としてはちょっと…と思っていた学生の方など、是非ふるってご発表いただけたらと思います。
今回は第一部を招待講演に、第二部を一般講演にすることにいたしました。第一部については、遺伝資源関係の話題をあつめて、学会関係者以外の学生や一般にも開放することにしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　山口大学農学部　丹野　研一
１．日時： 12月17日（土）午後13：00～17：00　講演発表会
　場所：　山口大学農学部　２F大会議室
　費用：　無料
13：00～　第一部講演
「毒抜き法から見たアフリカのキャッサバ栽培の拡散ルート」　安渓貴子氏（山口大学医学部非常勤講師）
「アワの系統分化：研究の現状と展望」　福永健二氏（県立広島大学生命環境学部准教授）
「麦作農業の原風景：現代西アジアの風景と古代農業」　丹野研一（山口大学農学部助教）
15：00～　第二部　一般講演およびポスター
　懇親会：18：00より、湯田温泉街の飲み屋で懇親会を開きます（会場は当日お伝えします）。こちらもふるってご参加ください。費用は一般およそ5000円、学生3000円程度を予定しています。
２．申し込み方法
参加申込期限：12月8日（木）までに、以下の「参加者情報」をご記入のうえ、電子メール (tanno@yamaguchi-u.ac.jp) にてお申し込みください。
参加者情報
1 お名前（ふりがなお願いします）
2 ご所属
3 口頭発表の有・無
4 ポスター発表の有・無
5 懇親会参加の有・無
大学の研究室など、グループでのご参加の場合は、代表者の方が１通のメールにまとめていただけると幸いです。
３．講演発表について
　口頭発表を主としますが、休憩時間をかねてポスター発表も行います。口頭発表は、１演題につき１５分（１２分発表、３分質問）とします。口頭発表とポスター発表のフォーマットは、以下をご覧ください。ポスターを貼れるスペースに限りがありますので、なるべく口頭発表でお願いします。著者のすくなくとも一名が育種学会員であるようにしてください。
　口頭発表をされる方は、12月12日（月）までに、講演要旨の原稿をお寄せください。A4用紙１ページにおさまるように、PDFのファイルにして　tanno@yamaguchi-u.ac.jp　までお送りください。PDF化できない場合は、Wordファイルでも構いません。Windowsでひらけるようお願いいたします。
　ポスター発表をされる方は、A1サイズでおさまるようにお願いします。画びょう、テープをこちらで用意いたします。
連絡先：
　中国地域育種談話会
　担当：丹野研一（山口大学農学部　植物育種・遺伝資源学研究室）
　tanno@yamaguchi-u.ac.jp
　※　メールの件名欄に、「中国地域育種談話会参加申し込み」とお書きください。
　電話：083-933-5861
４．会場へのアクセス
　農学部は山口市の吉田キャンパスにあります。JR湯田温泉駅より徒歩25分です（バスが橋脚の通りを2本/１時間程度走っていますが、時刻が不正確であまりおすすめできません）。JR新山口駅の在来線口からもバスが時々出ています。JR湯田温泉駅からタクシーを相乗りされるのがベストかと思います（1000円以下くらいです）。
　山口大学ホームページ「交通アクセス」をご覧ください。
http://www.yamaguchi-u.ac.jp/page.php/index/page/id/612
　〒753-8515　山口市吉田1677-1山口大学農学部
農学部は正門を入り、奥の方までお進みください。下記URLの地図の「１４」が農学部です。
http://www.yamaguchi-u.ac.jp/page.php/index/page/id/68
５．その他
　宿泊予約は各人でお願します。湯田温泉街は、温泉宿が多くておすすめです。なお忘年会シーズンは「宿泊飲み会」のために、宿が少々混み合います。お早めにご予約をとられたほうがよいかと思われます。
